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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高いプラットフォームと、傾斜したアクセスランプにより構成されるゴミの荷下ろし用
装置であって、
　想定されるゴミ収集施設の用途に合わせ、歩行者および軽量車両または重量車両の通行
を可能とするように定められた変形係数を有する支持面の上に支持される２つの垂直材と
、１つの上部水平横材とを備え、高い水平面を形成する複数の並置されたサポートエレメ
ントと、
　前記支持面の上に支持される２つの垂直材と、１つの上部傾斜横材とを備え、前記支持
面から前記高い水平面に至る１つ以上の傾斜面を形成する複数のアクセスエレメントと、
　前記サポートエレメントおよび前記アクセスエレメントを固定する締結手段と、
を備え、
　前記プラットフォームの下に位置する、予め仕切られた地表レベルのゾーンへのアクセ
スを可能とする、一枚戸または二枚戸以上の連結式入り口手段が、少なくとも１つのモジ
ュール式エレメントに配置されていることを特徴とする、
ゴミの荷下ろし用装置。
【請求項２】
　前記支持面の変形係数は、０．２２ＭＰａより大きい、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記サポートエレメントおよびアクセスエレメントは、逆Ｕ字形のモジュール式エレメ
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ントを形成し、このＵ字の両側部が、そのモジュール式エレメントに幅を与える、請求項
１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記モジュール式エレメントの寸法は、高さ４ｍ以下、全長１０ｍ以下、幅６ｍ以下で
あるモジュールの範囲内で変動する、請求項１または２に記載の装置。
【請求項５】
　連続する２つのエレメントの締結手段を備える、請求項１～３のいずれかに記載の装置
。
【請求項６】
　前記締結手段は、２枚の剛性ガセット板で構成される少なくとも１つのシステムから構
成され、該２枚の剛性ガセット板は、それぞれの端部を、２つの連続エレメントの各垂直
材を貫通する２つのねじ棒で留めることにより、互いに連結される、請求項５に記載の装
置。
【請求項７】
　第１の連続エレメントペアと、これに隣接して設置された第２の連続エレメントペアと
からなる４つのエレメントを締結する手段を備える、請求項１～６のいずれかに記載の装
置。
【請求項８】
　前記締結手段は、２枚の剛性ガセット板で構成される少なくとも１つのシステムから構
成され、該２枚の剛性ガセット板は、それぞれの端部を、２ペアの連続エレメントの隣接
する２つの垂直材を貫通する２つのねじ棒で留めることにより、互いに連結される、請求
項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記プラットフォームの周囲にガードレールを備える、請求項１～８のいずれかに記載
の装置。
【請求項１０】
　前記ガードレールは、サポートエレメントおよびアクセスエレメントの上に設置され、
または、プラットフォームの外側垂直材の垂直上に、別の連結手段を用いて設置される、
請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記サポートエレメントおよびアクセスエレメントは、セメント製である、請求項１～
１０のいずれかに記載の装置。
【請求項１２】
　前記モジュール式エレメントの少なくとも１つの頂部水平横材内が、プラットフォーム
を温めるための手段を備える、請求項１～１１のいずれかに記載の装置。
【請求項１３】
　前記サポートエレメントおよびアクセスエレメント表面の、各モジュール式エレメント
の隣接部には、防水シールが配置される、請求項１～１２のいずれかに記載の装置。
【請求項１４】
　前記モジュール式エレメントの壁と壁の間の、垂直材同士が隣接するゾーンに、弾力性
材料で作られた圧縮ストリップが配置される、請求項１～１３のいずれかに記載の装置。
【請求項１５】
　前記モジュール式エレメントの垂直材と支持面との間に、弾力性材料で作られた圧縮ス
トリップが配置される、請求項１～１４のいずれかに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゴミ収集施設の分野に関し、特にゴミ運搬車の荷下ろし設備に関する。
【０００２】
　より具体的には、本発明の対象は、特定の性質を有する支持面上に支持される、高いプ
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ラットフォームと、アクセスランプから構成されるモジュール式装置である。このプラッ
トフォームとランプは、基本ユニットから組み立てられ、特定の手段によって連結され、
保持される。
【背景技術】
【０００３】
　フランスおよびヨーロッパにおけるゴミ規制は、ますます厳格になってきており、各地
方公共団体に、ゴミ収集場の配備を義務づけ、特に、ゴミ収集業者が回収しなかったゴミ
を、個人的に廃棄することを可能とするゴミ集積場を用意することを要求している。行政
機関の通達により、ゴミ処理施設に関する規則の厳格な運用の監視が強化されており、ま
た、ゴミ処理施設に対する一般人のイメージを向上させることも求められている。
【０００４】
　このような要請に応えるべく、いくつかの地方公共団体は、大容量ゴミ収集センターを
実現するための大型投資を承認している。こうした施設は、一般的には、傾斜ランプを備
えたプラットフォームによって構成され、様々な積載量の車両が、下に置かれたゴミ収集
コンテナにアクセスできるようになっている。しかしながら、都市ゾーンは急速に進展し
、地方自治体の相互関係も変化するため、長期的な展望で需要を予測することは困難な場
合が多い。また、適切な土地を捜すことも、困難な場合が多く、ある時に適切であった選
択が、後になって不適切と判明する場合もある。
【０００５】
　様々な形状をした土地の上に、一時的な施設の設置を可能とするため、傾斜ランプを備
えたプラットフォームにより構成されるモジュール式の設備が提案されている。このプラ
ットフォームは、所望の形状に合わせて、数を変えて組み立てることが可能な、コンクリ
ート製のエレメントで構成される。
【０００６】
　フランス国特許出願第９３０７８０１号は、モジュール式のエレメントで構成される施
設について開示している。互いに隣接して設置されたコンテナの上端部に支持フロアが付
属しており、これらの支持フロアが、廃棄するゴミを運搬する車両を支える単一のエプロ
ンを構成する。
【０００７】
　同様に、フランス国特許出願第９２０２５６７号は、複数のモジュール式エレメントで
構成されるプラットフォームを備えたゴミの収集および分別施設について開示している。
このプラットフォームは、地面よりも高く形成され、アクセスランプからアクセスするよ
うになっており、この場合も、ゴミ用コンテナが、プラットフォームの複数の縁に沿って
、プラットフォームの下に配置される。この構造は、組立体を持ち上げるために、支柱の
建造を必要とする。これらの支柱にプラットフォームを構成するプレートを配置し、支柱
と連結する必要があるが、支柱という限られた面積に対して荷重が集中してしまうという
弱点があり、また、このような作業により施設の建設が遅延することにもなる。さらに、
これらの支柱を安定させ、構造物全体を安定的に保持するための基礎を、地面に設ける必
要も生じる。このため、この構造では、完全には分解することができず、基礎上に固定さ
れた支柱が残ることになる。
【０００８】
　これらの装置は、スチール製またはアルミニウム製のシートで製造されるため、物理的
ストレスに対する耐性、特に、これらのシートが支持すべき大きな荷重や、車両を動かす
際に生じる衝撃に対する耐性に限界がある。さらに、腐食性の廃棄物や悪天候といった化
学的な作用も、これらの装置にダメージを与える。また、極端な天候条件（プラットフォ
ームの使用を不能とするような酷暑または厳寒）の場合に対する特別な保護手段も講じら
れていない。また、長期使用より生じる変形は、分解後に、別の場所における再利用を妨
げる要因となる。さらに、これらの構造物において、プラットフォームの下にある地面は
封鎖されておらず、かつ、全く利用されていないままとなっている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】フランス国特許出願第９３０７８０１号
【特許文献２】フランス国特許出願第９２０２５６７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、上記の不都合を改善することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、ゴミ収集用のモジュール式設備に関する。より詳細には、本発明は、高いプ
ラットフォームと、傾斜したアクセスランプにより構成されるゴミの荷下ろし用装置に関
し、該装置は、
　想定されるゴミ収集施設の用途に合わせ、歩行者および軽量／重量車両の通行を可能と
するように定められた変形係数を有する支持面の上に支持される２つの垂直材と、１つの
上部水平横材とを備え、高い水平面を形成する複数の並置されたサポートエレメントと、
　前記支持面の上に支持される２つの垂直材と、１つの上部傾斜横材とを備え、前記支持
面から前記高い水平面に至る１つ以上の傾斜面を形成する複数のアクセスエレメントと、
　前記サポートエレメントおよび前記アクセスエレメントを固定する締結手段と、
を備える。
【００１２】
　このような装置は、十分な機械的強度特性を有する支持面上に、コンクリート製プレハ
ブのモジュール式サポートエレメントおよびアクセスエレメントで構成することができ、
製造も容易である。前記支持面の変形係数は、０．２２ＭＰａより大きいことが好ましい
。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のプラットフォームには、
　要求される処理量や土地の形状に合わせて、形状を変更することが可能であること、
　プレハブのモジュールを単に隣接して設置するだけなので、支柱や基礎工事の必要がな
く、迅速な建設が可能であること、
　特定の機械的強度特性を有していれば、どのような支持面の上であっても設置可能であ
ること、
　プラットフォームの水平面の下にある地面に、貯蔵ゾーンを設けることが可能であるこ
と、
　清掃が容易であること、
　あらゆるテストに対して、頑健であること、
　損傷することなく完全に分解することが可能であり、再度組み立てることが可能である
こと、
　運搬可能であること、
　コストがあまりかからないこと、
などの数多くの利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、ゴミ荷下ろし装置の概観図である。
【図２】図２は、１つのプラットフォームと、１つまたは２つのアクセスランプを備えた
、３つの異なる構成（ａ～ｃ）によるごみ荷下ろし装置を、真上から見た図である。
【図３】図３は、プラットフォームへのアクセスランプの縦方向断面図である。
【図４ａ】図４ａは、隣接する２ペアの連続エレメントとして配置された４つのサポート
エレメントの、水平方向断面図である。
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【図４ｂ】図４ｂは、図４ａのＡ－Ａ’軸に沿った断面図であり、プラットフォームに隣
接するコンテナと、垂直材の垂直上に設置されたガードレールも表す。
【図５ａ】図５ａは、図４ａのＡ－Ａ’軸に沿い、Ｖゾーンに面した断面拡大図であり、
２つのサポートエレメントと支持面との接合部を詳細に表す。
【図５ｂ】図５ｂは、図４ａのＢ－Ｂ’軸に沿い、Ｗゾーンに面した断面拡大図であり、
２つのサポートエレメントと支持面との接合部を詳細に表す。
【図６ａ】図６ａは、２つのサポートエレメント用締結システムの水平断面詳細図である
。
【図６ｂ】図６ｂは、４つのサポートエレメント用締結システムの水平断面詳細図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　驚くべきことに、本出願人は何回もテストを重ねた結果、当業者の予測に反して、床ス
ラブを予め設ける手間を省くことができることに思い至った。床スラブは、たとえば平板
を並置することにより形成されるが、通常、サポートエレメントやアクセスエレメントを
支持する水平で安定的な支持面を提供するために不可欠な機能を果たす。従って、モジュ
ール式エレメントで構成される設備を構築する際、こうした床スラブにより、少なくとも
支持するプラットフォームの大きさの土地を被覆し、組立物全体の堅固さと安定性を確保
するというのが、業界における常識である。また、こうした床スラブは、通常、ゴミ収集
コンテナを支持するためにも用いられる。このように、床スラブの平面性および安定性は
、装置全体を一体化するためには不可欠であると考えられていたものであり、費用と時間
の節約という観点からは制約になるものの、この種の構造の実現には避けて通ることので
きないステップだったのである。
【００１６】
　こうした従来の認識を超えて、本発明のサポートエレメントは、変形係数で示される特
定の性質を有する支持面であれば、単なる支持面の上であっても設置が可能であり、車両
の受け入れが可能な連続的で高さのある水平面を形成することができる。したがって、予
め床スラブ形成するというステップが不要となる。従来的な建設システムにおいて、堅固
な床スラブを設けることで解決してきた、地上に構造物を設置する際の問題は、ここでは
支持面の強度特性によって克服され、費用と時間を同時に節約することができる。
【００１７】
　予想に反して、床スラブがなくても、構造物全体の強度が弱まることはなく、反対によ
り丈夫になる。これは、地面に構造物を設置することに起因するある種の柔軟性によるも
のであり、構造物全体が動いたり、相対的に少し膨張したりすることが可能となるためで
ある。従来的な建造物の場合は、過度に頑丈であるため、垂直材を支える床スラブと垂直
材との間に働く応力により、亀裂が生じてしまう危険に構造物全体が晒されていたが、本
発明においては、このような危険性を適切に回避することができる。このようにして、本
発明では、より強い耐震性が得られている。
【００１８】
　また、床スラブを省くことにより、床スラブの厚さにより生じていた段差がなくなるた
め、アクセスしやすい地表レベルの平面を得ることができるという利点もある。このよう
に、プラットフォーム下のゾーンへのアクセス可能性は最適化されるが、これについては
後述する。
【００１９】
　ある任意の装置において、サポートエレメントの垂直材は、水平な頂上部を備えており
、これらエレメントがすべて全て同じ高さである。この高さは、ゴミ収集に一般的に用い
られるモデルによれば、通常、装置周辺に配置されるコンテナの高さと同等に設定される
。
【００２０】
　本発明において「支持面」という場合、構造物の建造を可能とし、特にコンクリート製
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で、数トンまで重量の車両を支えるようデザインされた、あらゆるタイプの面を意味する
。本発明による支持面の種類としては、０．２２ＭＰａ以上を支えることが可能な、アス
ファルトコンクリート、敷石またはコンクリート製ラフトなどが挙げられるが、これらは
単なる例示であり、限定的ではない。
【００２１】
　同様に、ある任意の装置において、アクセスエレメントの垂直材は、傾斜した頂上部を
備えており、これらエレメントの高さは、漸次的かつ連続的に地面からプラットフォーム
までを上昇できるよう、多様である。
【００２２】
　本発明の装置における基本原理はモジュール性であるため、装置の構造物を形成する各
タイプのモジュール式エレメント（モジュール式サポートエレメント、モジュール式アク
セスエレメント）は、限られた数のフォーマット、好ましくは単一のフォーマットで構成
されることが望ましく、該フォーマットがモジュールのユニットを構成する。これらのエ
レメントの寸法は、高さ４ｍ以下、全長１０ｍ以下、幅６ｍ以下であるモジュールの範囲
内で変動することが好ましい。前記規定数値の範囲内の寸法であれば、あらゆる変更が可
能である。
【００２３】
　材料の強度的な理由から、垂直材は、サポートエレメントまたはアクセスエレメントの
短辺側に配置されることが好ましい。サポートエレメントおよびアクセスエレメントの横
断面は、逆Ｕ字形であり、このＵ字の両側部が、そのモジュール式エレメントに幅を与え
る。本発明の装置を組み立てる際は、モジュール式エレメントを同じ方向に配置すること
が好ましい。たとえば、縦方向一列にエレメントを配置することができる。この場合、こ
れらエレメントはＵ字面で接触し合っており、これを「連続エレメント」と呼ぶ。また、
横方向一列にエレメントを配置することもできる。この場合、これらエレメントは垂直材
面で接触し合っており、これを「隣接エレメント」と呼ぶ。現実的には、数列の連続およ
び隣接エレメントでプラットフォームを構成するのが、一般的であり、モジュール性とい
う基本原理に沿っている。こうした定義は、正方形、長方形または三角形フォーマットの
エレメントにも及ぶ。モジュール式エレメントの強度は、容易に計算可能であり、本発明
の主旨に則り、装置を構成するエレメントの最適寸法および限界を定めることができる。
【００２４】
　床スラブを排除した場合に想定されるあらゆる予測に反して、本発明の装置は、その安
定性および堅固性を特徴とするが、これは、該装置を構成するモジュール式エレメント自
体の特性に起因するだけではなく、サポートエレメントおよびアクセスエレメントに一体
性を与える締結手段の役割にも由来する。連続するエレメント同士を固定するこれらの締
結手段には、追加の部品が必要である。
【００２５】
　驚くべきことに、本出願人は、本発明によるモジュール式エレメントの逆Ｕ字という形
状、およびこれらの配置方法により、支持面が十分な機械的強度特性を有していれば、予
めプレハブの床スラブを設けて構造物全体を安定させる必要がないことを確認した。
【００２６】
　また、ゴミ処理施設用プラットフォームに使用される本発明のモジュール式エレメント
の形状には、プラットフォームを構成するモジュール式エレメントの列と同数の「トンネ
ル」で形成される閉じたスペースを、プラットフォーム下に確保できるという利点もある
。この地表レベルのゾーンは、構造物外側の正面および後面を、剛壁で仕切ることにより
容易に閉じることができる。好ましくは、少なくとも１つのモジュール式エレメント上に
、地表レベルのゾーンへのアクセスを可能とする、一枚戸または二枚戸以上の連結式入り
口手段を配置する。これらの入り口手段には、あらゆるタイプのドアを用いることが可能
であり、しっかりと閉じるタイプであってもよいし、そうでなくともよい。また、プラッ
トフォーム水平面下において、複数のモジュール式エレメント列間の通行を可能とするた
めに、入り口手段を導入することも可能である。
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【００２７】
　本発明の装置の堅固性および一体性を高めるため、締結手段を使用することができる。
この締結は、連鎖構造の基本的性質に基づいている。
【００２８】
　たとえば、締結手段は、２枚の剛性ガセット板で構成される少なくとも１つのシステム
から構成され、該２枚の剛性ガセット板は、それぞれの端部を、２つの連続エレメントの
各垂直材を貫通する２つのねじ棒で留めることにより、互いに連結される。このように、
剛性ガセット板は、連続する２つの垂直材をまたいで、各垂直材の両側に設置される。そ
して、前記ねじ棒にナットを取り付け、全体を締め付けて固定する。
【００２９】
　同様に、４つのエレメント、すなわち第１の連続エレメントペアと、これに隣接して設
置された第２の連続エレメントペアとを、連結して一体的に固定することも可能である。
【００３０】
　たとえば、前記締結手段は、２つの剛性ガセット板で構成される少なくとも１つのシス
テムから構成され、該２つの剛性ガセット板は、それぞれの端部を、隣接する２つの連続
エレメントペアの各垂直材を貫通する２つのねじ棒で留めることにより、互いに連結され
る。そして、前記ねじ棒にナットを取り付け、全体を締め付けて固定する。
【００３１】
　装置を最適化するという目的のため、および、モジュール式エレメントによるコンビネ
ーションの柔軟性を高め、全体の一体性を確実にするためには、対称的なエレメントを多
数用いることが有益であることから、本発明の装置は、同じ幅を有するエレメントで構成
される。
【００３２】
　車両および人の安全を確保するため、プラットフォームの周囲にガードレールを設ける
ことができる。このため、サポートエレメントおよびアクセスエレメントは、ガードレー
ルを固定するための手段を備えるが、該固定手段は、たとえば欄干を固定するための穴、
またはスパイクなどで構成される。また、車両の落下防止のためプラットフォームの周囲
に設けた縁石の上に、ガードレールを設置することも可能である。
【００３３】
　頑丈で、変形しない材料であれば、本発明の装置を構成するモジュール式エレメントに
は、どんな材料でも使用できる。好ましくはセメントを使用して、サポートエレメントお
よびアクセスエレメントをプレハブ製造する。セメントには、安定性と耐火性という特性
を建造物全体に付与するという利点がある。これにより、地表レベルのゾーンは、特に安
全基準に応えるものとなり、様々な用途、とりわけ多様な製品の貯蔵場所として利用可能
な閉鎖空間を確保することができる。
【００３４】
　特定の実施態様の一つおいて、モジュール式エレメントの少なくとも１つの頂部水平横
材内には、プラットフォームを温めるための手段が組み込まれる。こうした手段は、特に
凍結などの好ましくない天候条件の際に有益である。これらの手段は、コンリート板に内
蔵された電気抵抗器であることが好ましく、どんなタイプの電源でも利用可能であると有
益である。これらは、プラットフォームの水平面を形成するモジュール式サポートエレメ
ントの頂部平面に設置されることが好ましい。
【００３５】
　また、モジュール式エレメントの頂部水平横材上に、滑り止めのパターンを刻んで、人
の落下防止、車両のスリップ防止を図ることも可能である。
【００３６】
　サポートエレメントおよびアクセスエレメント表面の、各モジュール式エレメントの隣
接部には、防水シールを配置することが好ましい。そして、プラットフォームの平面部に
僅かに勾配をつけ（１メートルにつき１ｃｍ程度）、雨水がプラットフォームから流れ出
るようにする。
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【００３７】
　同様に、モジュール式エレメントの壁と壁の間の、垂直材同士が隣接するゾーンに、エ
ラストマやゴムのような弾力性材料で作られた圧縮ストリップを配置して、構造物全体の
一体性と絶縁性を高める。また、これらのストリップは、モジュール式エレメントの垂直
材と支持面との間に配置することも可能であり、これにより、接触面を均一にすることが
できると同時に、構造物の膨張可能性をさらに高めることができる。
【００３８】
　本発明の装置は、物体または材料を、プラットフォームから下のコンテナへと荷下ろし
ことを可能とするものであり、その主な用途は、車両で運んできたゴミの収集である。し
かしながら、何らかの容器の上側に車両を配置する必要のある、その他の用途に使用する
ことも可能である。
【００３９】
　本発明のその他の特徴および利点は、以下の詳細な説明および図面により、さらに明確
に理解される。なお、これらは単なる例示であり、本発明を限定するものではない。
【００４０】
　図１は、２つのアクセスランプ２からアクセス可能であり、ガードレール６を備えた荷
下ろし用プラットフォーム１を、立体的に示している。高いプラットフォーム１には、傾
斜したアクセスランプ２からアクセスできる。ゴミ収集容器として機能するコンテナ５が
、プラットフォーム１に隣接して、地上の様々な箇所に配置される。プラットフォーム１
は、５４個のサポートエレメント３で構成され、水平面４８を形成する。ランプ２は、そ
れぞれ、５個のアクセスエレメント４で構成される。ガードレール６がプラットフォーム
の周囲一帯に設置されるが、コンテナ５のあるところでは、ガードレール６が途切れて、
コンテナ５の高さとなっており、車両が接近してゴミを廃棄できるようになっている。利
用者の安全のため、フランス式に開くガードレールをコンテナ前に設置することも可能で
ある。二枚戸のドアで示される入り口手段６０から、プラットフォーム下に位置する地表
レベルのゾーンにアクセスすることもできる。
【００４１】
　図２ａ、図２ｂおよび図２ｃは、３つの異なる構成によるごみ荷下ろし装置を、真上か
ら見た図である。ゴミ収集コンテナ５用のスペースは、地上にマークされたゾーン７とし
て確保されている。
【００４２】
　図３は、アクセスランプ２の縦方向断面図であり、該ランプ２は、プラットフォーム１
のサポートエレメント３から連続して伸長する数個のアクセスエレメント４で構成されて
いる。アクセスエレメント４およびサポートエレメント３は、支持面８上に支持される。
締結システム１７が、各エレメント３、４の接合部に設置される。
【００４３】
　図４ａは、隣接する２ペアの連続エレメントとして配置された４つのサポートエレメン
ト３の、水平方向断面図である。各サポートエレメント３は、２つの垂直材１２と１つの
頂部水平横材１３で構成される。３－ａと３－ｂのエレメントは、それぞれ、垂直材１２
－ａ、１２－ｂの表面で接合し、３－ｃと３－ｄのエレメントは、それぞれ、垂直材１２
－ｃ、１２－ｄの表面で接合する。さらに、エレメント３－ａと３－ｃは連続的であり、
同様にエレメント３－ｂと３－ｄは連続的である。４つのサポートエレメント３の連結は
、締結システム１７により行われる。これらのサポートエレメントは、すべて支持面８上
に支持される。
【００４４】
　図４ｂは、２つの隣接するサポートエレメントを、図４ａのＡ－Ａ’軸に沿い、Ｖゾー
ンに面した断面で示している。サポートエレメント３－ａおよび３－ｂは、それぞれ、支
持面８に支持する２つの垂直材１２と、１つの頂部水平横材１３で構成される。垂直材１
２－ａと１２－ｂとは接触し、サポートエレメント３－ａおよび３－ｂの横材１３－ａお
よび１３－ｂが、連続的な高い水平面を形成する。サポートエレメント３およびアクセス
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レメント６５を用いて、ガードレール６が設置される。サポートエレメント３の間には、
締結手段１６が使用される。これらの締結手段については、図５－ａおよび図５－ｂ、図
６－ａおよび図６－ｂに詳細に示す。
【００４５】
　図５－ａは、サポートエレメント３と支持面８との接合部を、Ａ－Ａ’軸に沿った断面
で詳細に表している。図５ｂも、同じ接合部を表しているが、こちらはＢ－Ｂ’軸に沿い
、Ｗゾーンに面した断面である。２つのサポートエレメント１３－ａおよび１３－ｂの接
触するゾーンの表面には、防水シール６６が配置される。同様に、垂直材１２－ａと１２
－ｂとが互いに接触するゾーン、および、垂直材１２－ａ、１２－ｂと支持面８との接触
ゾーンには、エラストマ材料の圧縮ストリップ６７が配置される。
【００４６】
　４つのサポートエレメント３は、異なる高さに設置された２つの締結システム１７によ
り連結される。この締結システム１７は、図６－ｂに示されている。締結システム１７は
、２枚の剛性ガセット板２３および２４で構成され、該２枚の剛性ガセット板は、その端
部２５および２６を、２つのねじ棒２７および２８で留めることにより、互いに連結され
る。ねじ棒２８は、２つの隣接エレメント３－ａおよび３－ｂの垂直材１２－ａおよび１
２－ｂを貫通する。ねじ棒２７は、２つの隣接エレメント３－ｃおよび３－ｄの垂直材１
２－ｃおよび１２－ｄを貫通する。ナット３０が、締結システム１７のねじ棒およびガセ
ット板を締め付けて固定する。
【００４７】
　図６－ａは、２つの連続エレメント３を締結するシステム１７を示している。この構成
は、装置の周辺部に用いられる。２枚の剛性ガセット板２３および２４は、その端部２５
および２６を、２つのねじ棒２７および２８で留めることにより、互いに連結される。ね
じ棒２８は、垂直材１２－ｅを貫通し、ねじ棒２７は、垂直材１２－ｆを貫通する。ナッ
ト３０が、締結システム１７のねじ棒およびガセット板を締め付けて固定する。
【００４８】
　目安として、本発明における構造物の応力は、構造物を構成するコンクリート製モジュ
ールの作動荷重により決定される。プラットフォーム表面層への最大圧力は、０．２２Ｍ
Ｐａであり、４ｍのモジュール上に３．５トンの車両がアクセスできる。
【００４９】
　この作動応力はわずかでありく、１３トンまでの荷物を積んだ標準的車軸の攻撃性に基
づき、標準の倍の基準圧力を想定して作られた車道用構造物の応力（たとえば、０．６６
ＭＰａ）とは、かけ離れている。
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